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去
る
五
月
六
日
、
新
築
独
特
の
香
り
に
包
ま
れ
た
新
市

役
所
三
階
の
※

セ
ン
タ
ー
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
私
に

と
っ
て
四
ヶ
所
目
の
公
民
館
施
設
で
あ
る
。
開
所
式
典
の

間
、
私
は
今
ま
で
の
公
民
館
の
変
遷
、
そ
の
中
で
過
ご
し

た
二
十
数
年
に
渡
る
日
々
を
思
い
出
し
て
い
た
。

　
私
の
公
民
館
と
の
関
わ
り
は
、
八
橋
運
動
公
園
の
中
に

建
っ
て
い
た
中
央
公
民
館
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
公
民
館

運
営
協
力
委
員
、
そ
し
て
生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て
で
あ

る
。
秋
田
市
の
中
心
と
な
る
公
民
館
と
し
て
は
少
し
小
さ

め
で
は
あ
っ
た
が
、
広
く
市
民
に
親
し
ま
れ
、
環
境
に
恵

ま
れ
た
実
に
居
心

地
の
良
い
公
民
館

で
あ
っ
た
と
思

う
。

　
秋
田
国
体
を
控

え
て
こ
の
公
民
館

の
取
り
壊
し
が
決

ま
り
、
平
成
十
五

年
十
一
月
、
公
民

館
は
大
町
の
商
業

地
区
に
あ
っ
た
ビ

ル
の
一
角
に
移
る

こ
と
に
な
っ
た
。

三
つ
の
機
能
を
持

つ
と
い
う
こ
と
で

愛
称
が
サ
ン
パ
ル
と
な
り
、
私
た
ち
は
そ
の
変
化
に
少
な

か
ら
ず
戸
惑
い
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。
で
も
、
街
な
か

な
ら
で
は
の
便
利
さ
も
あ
り
、
徐
々
に
慣
れ
て
い
っ
た
が
、

「
単
独
の
公
民
館
の
建
物
が
ほ
し
い
ね
」
と
い
う
声
は
常
に

あ
っ
た
と
思
う
。
大
町
に
移
っ
て
か
ら
六
年
半
後
の
平
成

二
十
二
年
四
月
、官
庁
街
に
あ
る
文
化
会
館
へ
の
又
の
引
っ

越
し
。
ま
る
で
流
浪
の
民
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
住
め
ば
都
、

順
応
性
が
培
わ
れ
、
苦
労
を
共
に
し
た
奨
励
員
同
志
の
結

束
も
ま
す
ま
す
深
ま
っ
た
。
地
域
講
座
や
公
民
館
ま
つ
り

な
ど
、
忙
し
さ
の
中
の
活
気
が
今
は
な
つ
か
し
く
思
い
出

さ
れ
る
。

　
か
く
変
遷
を
繰
り
返
し
、
私
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
ス
開
所

と
共
に
運
営
協
力
委
員
の
役
目
を
返
上
し
、
二
足
の
わ
ら

じ
が
一
足
に
な
っ
た
。
身
軽
に
な
っ
た
反
面
、
一
抹
の
さ

び
し
さ
も
感
じ
る
が
、
あ
と
は
生
涯
学
習
奨
励
員
と
し
て

全
力
投
球
あ
る
の
み
。
体
力
と
相
談
し
な
が
ら
で
は
あ
る

が
。※

セ
ン
タ
ー
ス

中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

　
以
前
か
ら
、
町
内
の
何
人
か
の
方
々
か
ら
『
第
一
線
を

退
い
て
み
て
、
世
相
に
疎
く
な
る
前
に
、
世
界
や
日
本
の

動
き
の
背
景
に
あ
る
歴
史
や
文
化
を
学
び
合
う
場
が
欲
し

い
も
の
だ
』
と
の
相
談
を
受
け
て
い
た
。
た
ま
た
ま
、
昨

年
の
大
河
ド
ラ
マ
が
吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
を
取
り
上
げ

て
い
た
こ
と
に
ち
な
み
、「
塾
」
立
ち
上
げ
を
決
意
し
、
飯

島
地
区
の
主
だ
っ
た
方
々
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、
積
極
的

賛
同
を
得
た
。
早
速
そ
の
基
本
的
立
ち
位
置
を
協
議
し
、

他
地
区
へ
の
波
及
効
果
等
に
期
待
し
て
、
飯
島
地
区
住
民

の
み
を
対
象
と
す
る
「
地
の
輪
」
と
、「
知
の
和
」
で
創

る
高
齢
者
生
き
が
い
事
業
と
し
、
名
称
を
「
飯
島
塾
」
と

し
て
塾
生
を
募
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
予
想
を
は
る
か
に

上
回
る
男
性
六
十
一

名
、
女
性
二
十
名
、

計
八
十
一
名
の
応
募

を
い
た
だ
き
、
昨
年

七
月
十
五
日
に
穂
積

市
長
を
迎
え
て
開
講

式
を
挙
行
で
き
た
。

講
座
は
そ
れ
ぞ
れ
県

内
外
で
知
名
度
の
高

い
講
師
を
お
招
き

し
、
常
に
八
割
前
後

の
出
席
率
で
九
回
に

及
ぶ
全
講
座
を
終
え

☆
☆
中
央
地
区
☆
☆

﹁
地
の
輪
﹂
と
﹁
知
の
和
﹂
で
創
る

　
　“
飯
島
塾
〟
を
立
ち
上
げ
て
⋮

塾
頭
　
野
　
中
　
和
　
郎

私
の
公
民
館
変
遷
記

加
賀
谷
　
ユ
ウ
子

☆
☆
北
部
地
区
☆
☆

大
町
に
あ
っ
た
サ
ン
パ
ル
秋
田

八
橋
に
あ
っ
た
中
央
公
民
館

開
講
式
か
ら
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手
、
講
師
や
職
員
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
十
年
以
上
に
な
り
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
姿
を
見
る
と
、
私
た

ち
も
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
親
か
ら
離
れ
ず
、
泣

き
止
ま
な
い
時
の
対
応
に
は
悩
み
ま
す
。
時
代
と
共
に
子

育
て
の
違
い
を
感
じ
る
事
も
あ
り
ま
す
。
核
家
族
化
が
進

み
、
近
所
づ
き
あ
い
も
少
な
く
な
り
、
子
育
て
は
パ
ソ
コ

ン
で
、
と
の
声
も
聞
こ
え
る
中
、
経
験
者
の
話
を
聞
い
て

は
ど
う
か
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
祖
父

母
と
同
居
の
お
子
さ
ん
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
所
も
あ
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
頃

の
子
ど
も
た
ち
は
高
校
生
に
な
り
、
会
っ
て
も
お
互
い
に

わ
か
ら
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
も
高
齢
者
に
な

り
、
若
い
人
た
ち
の
入
会
が
あ
れ
ば
と
常
々
思
っ
て
お
り

ま
す
。

（3）

る
こ
と
が
で
き
た
。
塾
生
各
位
か
ら
は
、「
自
己
啓
発
等

豊
か
な
生
き
が
い
に
改
め
て
気
づ
い
た
」
等
々
の
感
想
が

多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
二
年
目
を
迎
え
た
本
年
度
は
、
五
月

二
十
五
日
に
元
秋
田
県
教
育
長
の
小
野
寺
清
さ
ん
に
よ
る

「
学
力
日
本
一
の
軌
跡
」
を
皮
切
り
に
、
六
月
十
五
日
は
大

仙
市
の
小
西
チ
ヨ
さ
ん
（
九
十
一
歳
）
に
、『
中
共
軍
に
看

護
婦
と
し
て
留
用
さ
れ
た
中
国
で
の
戦
争
体
験
と
と
も
に

激
動
の
半
生
』
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
平
和
の
意
義
を
吟

味
し
合
っ
た
。今
後
、国
際
教
養
大
の
留
学
生
と
の
交
流
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
加
味
す
る
中
で
、
各
領
域
で
魅
力

あ
る
九
講
座
を
用
意
し
て
い
る
。

　
世
界
一
の
長
寿
国
の
日
本
。
今
私
た
ち
は
、「
老
い
」
に

対
し
て
多
く
の
課
題
に
向
き
合
っ
て
い
る
。
一
人
ひ
と
り

が
日
本
人
と
し
て
の
矜
恃
を
胸
に
、
次
の
世
代
を
担
う
主

人
公
た
ち
に
、
い
か
な
る
「
老
い
方
」
を
背
中
で
示
せ
る

か
が
問
わ
れ
て
お
り
、
飯
島
塾
の
存
立
意
義
も
そ
こ
に
置

き
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

　
私
は
、
土
崎
公
民
館
で
運
営
協
力
委
員
、
生
涯
学
習
奨

励
員
、
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お
手
伝
い
し
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
二
十
三
年
、
公
民
館
の
業
務
が
北
部
市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
て
か
ら
、
私
も
土
崎
地

区
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
夏
・
冬
休
み
の
わ
ん
ぱ
く
塾
お
や
つ
作
り
、

ね
む
の
木
学
級
、
子
育
て
学
級
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま

す
。
カ
ン
ガ
ル
ー
学
級
（
六
ケ

月
～
二
歳
）
と
ペ
ン
ギ
ン
学

級
（
二
歳
～
三
歳
）
の
幼
児
が

対
象
で
、
毎
年
各
学
級
二
十
～

三
十
組
の
親
子
の
参
加
が
あ
り

ま
す
。
講
師
の
お
話
を
聞
い
た

り
、
人
形
劇
を
見
た
り
、
一
緒

に
歌
っ
た
り
、
体
を
動
か
し
た

り
、
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
参

加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
動
物
園

な
ど
で
の
移
動
学
習
や
、
い
く

つ
か
の
セ
ン
タ
ー
合
同
ミ
ニ
運

動
会
、
市
内
全
セ
ン
タ
ー
合
同

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
は
私
た
ち

も
同
行
し
ま
す
。
私
た
ち
は
七

人
で
活
動
し
て
い
ま
す
が
、
普

段
は
交
替
で
、
移
動
の
時
は
全

員
で
受
付
け
、
子
守
、
遊
び
相

熱
心
に
受
講
す
る
塾
生

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

高
　
橋
　
紀
　
子

☆
☆
土
崎
地
区
☆
☆

合
同
ミ
ニ
運
動
会

合
同
ク
リ
ス
マ
ス
会



「あしたの風」第83号　平成28年９月１日発行 （4）　

　
平
成
二
十
六
年
七
月
二
十
四
日
、「
大
森
山
自
然
動
物
公

園
整
備
構
想
」
に
基
づ
き
、
観
光
拠
点
と
し
て
の
魅
力
作

り
と
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、「
大
森
山
動
物

園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」（
以
下
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
い

う
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
正
面
ゲ
ー
ト
を
中
央
に
配
置

　
毎
年
六
月
の
第
二
日
曜
日
、
新
屋
全
町
民
あ
げ
て
の
鹿

嶋
祭
り
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
新
屋
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
に

と
っ
て
、
そ
こ
こ
こ
の
町
内
か
ら
太
鼓
の
音
が
聞
こ
え
て

く
る
と
、「
い
よ
い
よ
だ
な
」
と
感
じ
る
。「
子
供
達
の
健

や
か
な
成
長
と
安
全
」
を
祈
願
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
お
祭

り
、
今
年
は
「
秋
田
市
無
形
民
俗
文
化
財
」
の
指
定
を
受

け
た
記
念
す
べ
き
年
で
あ
る
。
種
々
の
条
件
を
ク
リ
ア
し
、

秋
田
市
よ
り
、
三
月
三
十
日
に
正
式
に
指
定
書
を
交
付
さ

れ
た
時
に
は
、
関
係
者
一
同
感
動
し
、
喜
び
合
っ
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
こ
で
、
新
屋
の
鹿
嶋
さ
ん
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と

思
う
。「
新
屋
の
鹿
嶋
祭
り
」
の
起
源
は
、
お
よ
そ
三
五
〇

年
か
ら
四
〇
〇
年
に
及
ぶ
伝
統
行
事
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

確
か
な
文
献
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
全
町
二
十
町
内
と
秋

田
県
立
栗
田
支
援
学
校
の
二
十
一
基
の
鹿
嶋
船
が
、
そ
の

年
の
当
番
町
の
誘
導
、
指
揮
に
従
っ
て
神
社
で
お
祓
い
を

受
け
る
。
こ
の
日
が
近
づ
く
と
、
各
町
内
で
は
、
大
人
も

子
供
も
「
船
の
飾
り
付
け
」
を
ど
う
す
る
か
を
考
え
、
行

動
す
る
。
特
に
船
尾
に
つ
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
人
形
の
制

作
に
骨
を
折
る
。
ま
た
近
年
は
、
鹿
嶋
船
の
周
り
に
巻
き

付
け
る
※「
ガ
ツ
ギ
」
が
手
に
入
り
に
く
く
な
っ
て
苦
心
し

て
い
る
。人
形
や
飾
り
付
け
る
旗
、花
飾
り
な
ど
町
内
有
志
、

小
学
生
と
父
兄
が
時
間
を
絞
っ
て
駆
け
つ
け
て
や
っ
と
完

成
に
漕
ぎ
着
け
る
。
あ
と
は
当
日
の
お
天
気
だ
け
が
心
配

で
あ
る
。

　
当
日
は
、
各
々
そ
の

町
内
名
の
つ
い
た
半
纏
、

豆
絞
り
ス
タ
イ
ル
で
、

「
鹿
嶋
船
を
乗
せ
た
馬

車
」
に
つ
け
ら
れ
た
ロ
ー

プ
を
引
っ
張
り
な
が
ら

「
シ
ョ
ッ
、
シ
ョ
ッ
、
シ
ョ
」

と
鹿
嶋
さ
ん
の
歌
を
歌

い
、
お
祓
い
を
受
け
る
日

吉
神
社
に
向
か
っ
て
巡
航

す
る
の
で
あ
る
。
沿
道
に

は
そ
の
様
子
を
見
る
住
民

が
出
て
声
を
か
け
る
。
和

や
か
な
風
景
で
あ
る
。
も

う
一
つ
忘
れ
て
な
ら
な
い

も
の
に
、
こ
の
時
期
食
べ

る
「
笹
巻
」
が
あ
る
。
餅

米
を
笹
に
包
ん
で
紐
で

縛
っ
て
茹
で
上
げ
、
黄
粉

を
ま
ぶ
し
て
神
棚
に
供
え
、
鹿
嶋
船
が
無
事
走
行
で
き
る

よ
う
に
祈
願
す
る
。
小
ぶ
り
な
も
の
を
作
り
、
船
に
乗
せ

る
「
鹿
嶋
人
形
」
に
提
げ
て
や
る
人
も
い
る
。
も
ち
ろ
ん

自
分
た
ち
も
お
い
し
く
い
た
だ
く
の
で
あ
る
。
鹿
嶋
船
に

つ
い
て
詳
し
い
実
物
を
見
た
い
方
は
、
西
部
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
二
階
に
常
設
し
て
い
る
の
で
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
の
「
秋
田
市
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
」
を
、今
後
末
永
く
継
承
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

※
ガ
ツ
ギ

標
準
和
名
を
マ
コ
モ
と
い
い
、
大
人
の
背
丈
ほ
ど
に

成
長
す
る
イ
ネ
科
の
水
生
植
物
。

�
大
森
山
の
新
た
な
拠
点
�

　
大
森
山
動
物
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

大
森
山
動
物
園
主
席
主
査
　
吉
　
田
　
淳
　
一

《
連
載
》 

社
会
教
育
活
動
拠
点
施
設

鹿
嶋
祭
り
に
寄
せ
て新

屋
鹿
嶋
祭
保
存
会
　
　
　

会
長
　
海
　
風
　
敏
　
夫

☆
☆
西
部
地
区
☆
☆

お
祓
い
を
受
け
る
鹿
嶋
船

巡
航
中
の
鹿
嶋
船
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し
、向
か
っ
て
左
側
の
「
動
物
園
エ
リ
ア
」
と
右
側
の
「
公

園
エ
リ
ア
」
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
動
物
園
エ
リ
ア
は
秋
田
杉
を
使
用
し
た
温
か
み
の
あ
る

内
装
で
、
来
園
者
の
休
憩
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
会
場
な
ど

多
目
的
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
角
に
は
、
小
さ

な
お
子
さ
ん
が
遊
べ
る
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
は
、
イ
ヌ
ワ
シ
や
ゼ
ニ
タ
ナ
ゴ
の

保
護
に
関
す
る
動
物
園
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
情

報
ボ
ー
ド
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）

で
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
最
新
の
動
物
園
情

報
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
正
面
ゲ
ー
ト
か
ら
大
き
な
楕
円

形
の
屋
根
が
特
徴
の
大
屋
根
広
場
を
通
る
と
、
左
側
の
園

路
に
は
動
物
を
よ
り
身
近
に
観
察
で
き
る
ウ
エ
ル
カ
ム
動

物
舎
が
あ
り
、
可
愛
い
小
動
物
が
お
客
様
を
お
迎
え
し
て

い
ま
す
。

　
公
園
エ
リ
ア
は
動
物
園
来
園
者
だ
け
で
な
く
公
園
利
用

者
な
ど
、
ど
な
た
で
も
ご
利
用
に
な
れ
る
無
料
休
憩
コ
ー

ナ
ー
や
授
乳
室
な
ど
が
あ
り
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
や
お
土
産

な
ど
を
販
売
す
る
Ｚ
Ｏ
Ｏ
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
り
ま
す
。
大
森

山
公
園
は
散
策
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
広
く
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
大
森
山

を
訪
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　
大
森
山
動
物
園
は
今
年
で
開
園
四
十
三
年
目
を
迎
え
る

秋
田
市
を
代
表
す
る
観
光
施
設
で
す
。
入
園
料
は
大
人

七
二
〇
円
、
高
校
生
以
下
無
料
で
、
何
度
で
も
入
園
で
き

る
年
間
パ
ス
ポ
ー
ト
も
一
、二
三
〇
円
と
お
得
で
す
の
で
、

ご
家
族
み
な
さ
ん
で
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

　
公
民
館
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
て
学

習
活
動
に
励
ん
で
い
る
方
々
の
発
表
の
場
、
そ
し
て
地
域

住
民
の
語
ら
い
、
親
睦
を
深
め
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
芸
能
発
表
や
作
品
展
示
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
等
が
用
意
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
内
容
、
開
催
日
は
、
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
北
部
公
民
館

　
十
月
十
四
日
（
金
）・
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）

○
中
央
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）

○
東
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
二
十
二
日
（
土
）・
二
十
三
日
（
日
）

○
西
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
七
日
（
金
）・
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）

○
南
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）

○
北
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
一
日
（
土
）・
二
日
（
日
）

○
河
辺
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）

○
雄
和
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
十
月
十
五
日
（
土
）・
十
六
日
（
日
）

平
成
二
十
八
年
度

公
民
館
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ま
つ
り

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

公
園
エ
リ
ア

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

動
物
園
エ
リ
ア

大
森
山
動
物
園
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
外
観

 

開
園

　
午
前
九
時
～
午
後
四
時
半
（
入
園
は
四
時
ま
で
）

 

休
園
（
平
成
二
十
八
年
度
）

　
十
二
月
一
日
～
翌
年
三
月
十
七
日
（
そ
れ
以
外
は
無
休
）

　
た
だ
し
、
一
月
七
日
～
二
月
二
十
六
日

　
土
日
祝
日
に
「
雪
の
動
物
園
」
開
催
予
定
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『
あ
し
た
の
風
』
第
83
号

発
行
年
月
日

　
　平
成
28
年
９
月
１
日

編
集
発
行

　
　秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
室

　
　秋
田
市
山
王
一
丁
目
一
番
一
号

 

　
　
　
　
　
　
　

電
話

　〇
一
八
―
八
八
八
―
五
八
一
〇

編 

集 

委 

員
（
秋
田
市
生
涯
学
習
奨
励
員
）

田
　
村
　
美
穂
子
（
土
崎
）　
冨
　
樫
　
智
恵
子
（
中
央
）

永
　
井
　
文
　
代
（
東
部
）　
相
　
原
　
和
　
子
（
西
部
）

乙
　
供
　
美
　
香
（
南
部
）　
来
　
栖
　
瑞
　
恵
（
北
部
）

石
　
塚
　
小
枝
子
（
河
辺
）　
大
　
友
　
昌
　
子
（
雄
和
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
広
報
誌
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
価
　
一
部
57
円
（
消
費
税
抜
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
発
行
部
数
　
一
、一
〇
〇
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
配
布
方
法
　
無
料
配
布

（6）　
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蠍

　
生
涯
学
習
奨
励
員
っ
て
・
・
・

　
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
を
盛
ん
に
す
る
た
め

に
は
、
住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
学
習
活
動
を
奨

励
、
援
助
す
る
人
が
必
要
で
す
。

　
生
涯
学
習
奨
励
員
は
、
市
町
村
や
各
種
団
体
が

主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
を
促
し
た
り
、
楽
し
い

学
習
事
例
を
紹
介
し
た
り
す
る
ほ
か
、
公
民
館
や

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開
催
さ
れ
る
地

域
の
行
事
を
自
ら
企
画
し
た
り
、
他
の
企
画
に
進

ん
で
参
加
ま
た
は
応
援
、
協
力
す
る
等
の
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　
快
く
寄
稿
し
て
下
さ
っ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
、「
あ

し
た
の
風
」
八
十
三
号
を
無
事
発
行
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
で
き
る
だ
け
沢
山
の
方
が
手
に
取
り
、
読
ん
で
下
さ

る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
未
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
せ
。

「
あ
し
た
の
風
」
は
ど
こ
に
配
布
し
て
る
の
？

　「
あ
し
た
の
風
」
は
年
２
回
（
９
月
と
２
月
）
各

一
、一
〇
〇
部
発
行
し
、
秋
田
県
の
社
会
教
育
施

設
（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
な
ど
）
や
秋

田
市
の
社
会
教
育
施
設
（
公
民
館
、図
書
館
な
ど
）、

社
会
教
育
関
係
委
員
（
社
会
教
育
委
員
、
生
涯
学

習
奨
励
員
な
ど
）
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
地
域

セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
も
配
布

し
て
い
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
秋
田
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

室
（
八
八
八
―
五
八
一
〇
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

   

編

集

後

記

平
成
二
十
八
年
度

秋
田
県
生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会

 

功
労
者
表
彰

　
平
成
二
十
八
年
五
月
十
七
日
、
秋
田
県
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
平
成
二
十
八
年
度
秋
田
県

生
涯
学
習
奨
励
員
協
議
会
の
席
上
で
、
左
記
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

工
　
藤
　
一
　
子
　
奨
励
員
（
雄
和
地
区
）

伊
　
藤
　
隆
　
志
　
奨
励
員
（
雄
和
地
区
）

斉
　
藤
　
　
　
學
　
奨
励
員
（
河
辺
地
区
）

鈴
　
木
　
房
　
子
　
奨
励
員
（
南
部
地
区
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。


